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（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 

Ⅰ はじめに 

この報告書は、「栃木県民の歯及び口腔の健康づくり推進条例」（以下「条例」という。）第 10条の規定に基づき、歯及び口腔の健康の状況並びに県

が歯及び口腔の健康づくりの推進に関して、令和６(2024)年度に講じた施策及び令和７(2025)年度に講じる施策を県議会に報告し、県民に公表するも

のです。 

 

Ⅱ 県民の歯及び口腔の健康の状況 

各ライフステージ（１歳６か月児・３歳児・園児・児童・生徒・成人・高齢者）の県民の歯や口腔の健康の状況については次のとおりです。 
 

１ １歳６か月児  

市町が母子保健法（昭和 40年法律第 141号）第 12条に基づき実施した満１歳６か月を超え満２歳に達していない幼児の健康診査の結果は次のとお

りです。 

（１）健康診査の受診状況 

令和５年度における県内全域の対象者数は 11,355 人であり、うち健康診査の受診者数は 11,144 人でした。受診者のうち、むし歯がある１歳６

か月児は 75人でした。（表１） 

表 1  1 歳 6か月児健康診査の受診状況 （令和５年度） 

※ 地域別の構成市町 

○県西地域：鹿沼市、日光市 
○県東地域：真岡市、益子町、茂木町、 

市貝町、芳賀町 

○県南地域：栃木市、小山市、下野市、 

上三川町、壬生町、野木町 

○県北地域： 大田原市、矢板市、那須塩原市、    

さくら市、那須烏山市、塩谷町、 

高根沢町、那須町、那珂川町 

○安足地域：足利市、佐野市 

 

 

地 域 
対象者数 

 
（人） 

受診者数 
 

（人） 

受診率 
 

（％） 

むし歯の 
ない者 
（人） 

むし歯の
ある者 
（人） 

むし歯 
有病率 
（％） 

むし歯の 
総数 
（歯） 

一人平均 
むし歯数 
（歯） 

宇都宮市 3,408   3,306    97.0 3,289 17 0.51 50 0.02 

県西地域 809  790  97.7 785 5 0.63 7 0.01 

県東地域 796   782 98.2 779 3 0.38 8 0.01 

県南地域 3,017           2,990  99.1 2,958 32 1.07 98 0.03 

県北地域 2,005  1,973  98.4 1,964 9 0.46 18 0.01 

安足地域 
1,320  *1,303 

(1,299) 
98.7 1,290 9 0.69 25 0.02 

県合計 
11,355  *11,144 

(11,140) 
98.1 11,065 75 0.67 206 0.02 

*( )内は歯科健診受診者数、受診率は健康診査受診者数で算出。むし歯に関する項目は歯科健診受診者数で算出。 
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（２）むし歯有病率 

令和５年度におけるむし歯有病率は県平均が 0.67％であり、最も高かったのは小山市で 1.37％、最も低かったのは那須烏山市、益子町、茂木町、

市貝町、芳賀町、野木町、塩谷町、那須町、那珂川町で 0.00％でした。（図１） 

本県の有病率は、令和３年度はわずかに全国平均を下回っていましたが、令和５年度はわずかに全国平均を上回っています。（図２） 
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（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 

H25 厚生労働省「母子保健統計」 

        H26～R５  厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

 

※「健康増進課調べ」と「地域保健・健康増進事業報告」では集計時期が異なることから、数値に差がみられます。 

図１  県内における１歳６か月児のむし歯有病率（令和５年度） 

図２  １歳６か月児のむし歯有病率の推移 
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（厚生労働省「令和５年度 地域保健・健康増進事業報告」） 
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図３  都道府県別 １歳６か月児のむし歯有病率 （令和５年度） 
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（３）一人平均むし歯数 

令和５年度における一人平均むし歯数は県平均が 0.02歯であり、最も多かったのは小山市で 0.05歯、最も少なかったのは日光市、那須烏山市、

益子町、茂木町、市貝町、芳賀町、野木町、塩谷町、那須町、那珂川町で 0歯でした。（図４） 

都道府県別では全国平均が 0.02歯であるのに対し、本県も 0.02歯で第 28位でした（図５）。                   
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（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） （厚生労働省「令和５年度 地域保健・健康増進事業報告」） 
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図４ 県内における１歳６か月児の一人平均むし歯数（令和５年度）  図５  都道府県別 １歳６か月児の一人平均むし歯数（令和５年度） 
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（栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 

 

２ ３歳児 

市町が母子保健法第 12条に基づき実施した満３歳を超え満４歳に達しない幼児の健康診査の結果は次のとおりです。 

 

（１）健康診査の受診状況 

令和５年度における県内全域の対象者数は 12,721 人であり、うち健康診査の受診者数は 12,108 人でした。受診者のうち、むし歯がある３歳児

は 948人でした。（表２） 

 

 

表２  ３歳児健康診査の受診状況 （令和５年度） 

※ 地域別の構成市町 
○県西地域：鹿沼市、日光市 

 ○県東地域：真岡市、益子町、茂木町、 

市貝町、芳賀町 

 ○県南地域：栃木市、小山市、下野市、 

上三川町、壬生町、野木町 

 ○県北地域： 大田原市、矢板市、那須塩原市、   

さくら市、那須烏山市、塩谷町、    

高根沢町、那須町、那珂川町 

 ○安足地域：足利市、佐野市  

 

  

地 域 
対象者数 

 
（人） 

受診者数 
 

（人） 

受診率 
 

（％） 

むし歯の 
ない者 
（人） 

むし歯の 
ある者 
（人） 

むし歯 
有病率
（％） 

むし歯の 
総数 
（歯） 

一人平均
むし歯数 
（歯） 

宇都宮市 3,707 3,329 89.8 3,143 186 5.59 609 0.18 

県西地域 965 943 97.7 870 73 7.74 210 0.22 

県東地域 847 830 98.0 765 65 7.83 255 0.31 

県南地域 3,622 
3,499 

(3,498) 
99.6 3,174 324 9.26 937 0.27 

県北地域 2,173 2,128 97.9 1,968 160 7.52 563 0.26 

安足地域 1,407 
*1,379 

(1,365) 
98.0 1,225 140 10.26 479 0.35 

県合計 
12,721 *12,108 

(12,093)  
95.2 11,145 948 7.84 3,053 0.25 

*( )内は歯科健診受診者数、受診率は健康診査受診者数で算出。むし歯に関する項目は歯科健診受診者数で算出。 
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（２）むし歯有病率 

令和５年度におけるむし歯有病率は、県平均が 7.84％であり、最も高かったのは那須烏山市で 15.73％、最も低かったのは那珂川町と塩谷町で

2.94％でした。（図６） 

また、本県の有病率は年々減少しており、近年は全国平均を下回っていましたが、令和３年度以降はわずかに上回っています。（図７） 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

 

※「健康増進課調べ」と「地域保健・健康増進事業報告」では集計時期が異なることから、数値に差がみられます。 
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H25 厚生労働省「母子保健統計」 

        H26～R５  厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」 

 

図６  県内における３歳児のむし歯有病率（令和５年度） 図７  ３歳児のむし歯有病率の推移 
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図８  都道府県別 ３歳児のむし歯有病率 （令和５年度） 
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（３）一人平均むし歯数 

令和５年度における一人平均むし歯数は、県平均が 0.25 歯であり、最も多かったのは那須烏山市で 0.74 歯、最も少なかったのは芳賀町と壬生

町で 0.05歯でした。（図９） 

都道府県別では全国平均が 0.24歯であるのに対して、本県は 0.26歯で第 32位でした。（図 10）         

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「健康増進課調べ」と「地域保健・健康増進事業報告」では集計時期が異なることから、数値に差がみられます。 

 

 

芳
賀
町

壬
生
町

塩
谷
町

茂
木
町

那
珂
川
町

益
子
町

高
根
沢
町

下
野
市

上
三
川
町

宇
都
宮
市

さ
く
ら
市

野
木
町

鹿
沼
市

県
平
均

大
田
原
市

日
光
市

那
須
塩
原
市

佐
野
市

小
山
市

矢
板
市

栃
木
市

那
須
町

市
貝
町

真
岡
市

足
利
市

那
須
烏
山
市

（厚生労働省「令和５年度 地域保健・健康増進事業報告」） （栃木県保健福祉部健康増進課調べ） 
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図９ 県内における３歳児の一人平均むし歯数（令和５年度） 図 10 都道府県別 ３歳児の一人平均むし歯数（令和５年度） 
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3 園児・児童・生徒 

統計法（平成 19年法律第 53号）第２条第４項に基づく基幹統計調査として、幼児、児童及び生徒の発育や健康の状態を明らかにするために、毎年

文部科学省が指定する学校（幼稚園、小学校、中学校、高等学校等）に在籍する満５歳から 17歳までの幼児、児童及び生徒を対象に「学校保健統計調

査」が行われていますが、その結果は次のとおりです。 

 

（１）むし歯有病率の推移 

ア 園児（幼稚園児） 

幼稚園児（５歳児）におけるむし歯有病率については、令和６年度は 23.5％であり、平成 29 年度以降令和２年度と令和５年度を除き減少して

います。（表３） 

令和６年度の全国平均は 20.7％であり、本県の有病率は全国平均より高くなっています。（図 11） 

※ 平成 26年度は、調査対象が僅少で統計値として適当な数値が得られなかった等の理由で公表されていない。 

表３  幼稚園児（５歳児）のむし歯有病率の推移 

                                                                              （単位：％） 

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

処 置 完 了 者 18.2 × 15.7 10.1 13.8 14.2 10.2 10.2 11.0 8.5 8.6 8.7 

未 処 置 歯 の あ る 者 27.4 × 25.6 23.9 29.9 24.1 21.8 24.2 18.4 16.1 17.6 14.8 

合 計 45.6 × 41.4 33.9 43.7 38.3 32.1 34.4 29.4 24.6 26.2 23.5 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 
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〔文部科学省「学校保健統計調査」〕 

図 11 幼稚園児（５歳児）のむし歯有病率の推移 
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イ 小学生 

小学生のむし歯有病率については、平成 26年度から平成 29年度までは 50％台で推移していましたが、平成 30年度からは 40％台に転じ、令和

６年度には 36.8％まで減少し、30%台となりました。（表４） 

令和６年度の全国平均は 32.9％であり、本県の有病率は全国平均より高くなっています。（図 12） 

 

表４  小学生のむし歯有病率の推移 

                                                                       （単位：％） 

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

処 置 完 了 者 27.1 26.6 24.2 25.6 24.5 21.1 23.8 20.7 18.3 17.8 17.7 16.4 

未処置歯のある者 33.3 29.9 30.5 28.8 29.8 28.7 26.1 23.1 22.6 23.5 23.3 20.4 

合 計 60.4 56.5 54.7 54.4 54.3 49.9 49.9 43.8 40.9 41.3 41.0 36.8 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 
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栃木県 全国

〔文部科学省「学校保健統計調査」〕 

（％） 

図 12  小学生のむし歯有病率の推移 
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ウ 中学生 

中学生のむし歯有病率については、平成 26 年度から平成 30 年度までは 40％台で推移していましたが、令和元年度からは 30％台に転じ、令和

６年度は 27.9％まで減少し、20%台となりました。（表５） 

令和６年度の全国平均は 26.5％であり、本県の有病率は全国平均より高くなっています。（図 13） 

 

 

表５  中学生のむし歯有病率の推移 

                                                                                                 （単位：％） 

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

処 置 完 了 者 28.4 25.3 24.9 24.6 24.2 23.9 19.0 20.8 21.4 20.4 18.6 16.7 

未処置歯のある者 24.0 19.6 16.9 17.8 18.7 17.7 18.4 13.8 12.0 11.5 12.1 11.2 

合 計 52.4 44.9 41.8 42.5 42.9 41.6 37.4 34.6 33.4 31.9 30.7 27.9 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 
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〔文部科学省「学校保健統計調査」〕 

図 13  中学生のむし歯有病率の推移 
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エ 高校生 

高校生のむし歯有病率については、平成 26年度から平成 28年度までは 50％台で推移していましたが、平成 29年度からは 40％台に転じ、令和

６年度は 37.5％まで減少し、30%台となりました。（表６） 

令和６年度の全国平均は 34.7％であり、本県の有病率は全国平均より高くなっています。（図 14） 

 

表６  高校生におけるむし歯有病率の推移 

                                                                       （単位：％） 

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

処 置 完 了 者 32.9 36.8 33.9 30.6 26.8 27.7 26.5 24.6 26.0   26.4 22.4 21.8 

未処置歯のある者 28.0 22.6 24.9 23.2 18.1 18.2 19.4 18.3 15.5 13.8 16.1 15.7 

合 計 60.9 59.3 58.7 53.9 44.9 46.0 45.9 42.9 41.5 40.2 38.4 37.5 

（注）四捨五入により、合計欄の値と内訳の計が一致しない場合がある。 
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図 14  高校生におけるむし歯有病率の推移 
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（２）12 歳の永久歯の一人平均むし歯等数 

12歳の一人平均むし歯等数は、永久歯が生えそろった直後の指数となるため、国際的な判断基準（WHO：世界保健機構）となっています。 

12歳の一人平均むし歯等数については、令和元年度に 0.8歯まで減少し横ばいで推移していましたが、令和６年度は 0.6歯に減少しました。 

令和６年度の全国平均は 0.5歯であり、本県のむし歯数は全国平均より多くなっています。（表７、図 15） 

表７  12歳の永久歯の一人平均むし歯数及び喪失歯数 （令和６年度） 

                  （単位：歯） 

区分 計 喪失歯数 
むし歯 

計 処置歯数 未処置歯数 

R5計 

R6計 

0.7 

0.6  

0.0 

0.0 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.2 

0.2 

R5男 

R6男 

0.7 

0.6 

0.0 

0.0 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.2 

0.2 

R5女 

R6女 

0.8 

0.7 

0.0 

0.0 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.2 

0.2 
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0.9
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0.6 0.6 0.6 0.5
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栃木県 全国

〔文部科学省「学校保健統計調査」〕 

（歯） 

 

（注）四捨五入により、合計欄の値と 

内訳の計が一致しない場合がある。 

図 15  12歳の永久歯の一人平均むし歯等数の推移 



  

- 17 - 

 

４ 成人・高齢者 

（１）歯周病検診実施状況 

市町が健康増進法（平成 14年法律第 103号）に基づき実施した 20歳、30歳、40歳、50歳、60歳及び 70歳の住民を対象とした歯周病検診の結

果は次のとおりです。 

対象となる年齢は、実施する市町によって異なります。 

ア 実施状況 

令和６年度、歯周病検診は全市町で実施されました。実施市町の対象人口は 98,703人で、受診者数は 6,269人、受診率は 6.4％でした（令和５

年度受診率は 5.7％）。（表８） 
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イ 令和６年度市町別歯周病検診実施状況（表 8） 
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（２）6024 及び 8020 達成者 

令和４年度県民健康・栄養調査では、60歳で 24歯以上自分の歯を有する者（6024達成者）の割合は 73.2%、80歳で 20歯以上自分の歯を有する

者（8020達成者）は 47.7%となっています。 

前回調査（平成 28年度）と比べて、6024達成者は 21.0ポイント増加し、8020達成者は 12.9ポイント増加しました。（表９） 

 

表９  60歳で 24歯以上、80歳で 20歯以上の歯を有する者の割合 

（単位：％） 

区 分 
60歳(55-64歳)で 24歯以上 80歳(75-84歳)で 20歯以上 

H15 H21 H28 R４ H15 H21 H28 R４ 

達成率 42.1 52.7 52.2 73.2 18.9 23.9 34.8 47.7 

 

 

（３）在宅歯科医療の推進 

在宅等の療養に関して歯科医療面から支援できる体制等を確保し、訪問歯科診療を行う歯科診療所を「在宅療養支援歯科診療所」といいます。

国が定める施設基準を満たし、関東信越厚生局に届出を行っている県内の在宅療養支援歯科診療所の数は年々増加していましたが、令和４年度以

降はほぼ横ばいで推移しています。（表 10） 

 

表 10  県内の在宅療養支援歯科診療所の届出状況 

年  度 H30(2018) R１(2019) R２(2020) R３(2021) R４(2022) R５(2023) R６(2024) R７(2025) 
目標値  

R11(2029) 

在宅療養支援歯科

診療所の施設数 
66施設 60施設 62施設 65施設 68施設 69施設 69施設 70施設 80施設 

 

 

 

 

 

※ 栃木県保健福祉部健康増進課「令和４年度県民健康・栄養調査」 
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（４）歯科衛生士及び歯科技工士の就業者数の推移 

歯科衛生士の就業者数は令和２年度まで増加していましたが、それ以降は横ばいが続いています。全国的に不足している状況にあり、県内にお

いても歯科衛生士がいない歯科診療所もあります。 

また、歯科技工士については、若年者の離職による担い手不足や高齢化などにより、令和４年度に減少し、その後横ばいが続いています。（図 16） 
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（厚生労働省「衛生行政報告例」） 

単位：人 

図 16 栃木県内の歯科衛生士及び歯科技工士の就業者数の推移 
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　歯及び口腔の健康づくりを推進するため、県、市町等が実施した事業は次のとおりです。

乳幼児
小学・中

学・高校生
成人 高齢者

障害者・要介

護者 県
教育

委員会
市町 関係機関

栃木県口腔保健支援センター事業 1-(1)

　　県政出前講座 ア ○ ○ ○ ○ ○

　　各種広報媒体を活用した広報活動 イ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各種表彰制度による歯科保健活動の推進　　 1-(2)

   栃木県歯科保健賞 ア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

   よい歯の優良学校コンクール イ ○ ○ ○ ○

   よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール ウ ○ ○ ○ ○

とちぎ歯の健康センター事業 1-(3)

　健康相談 ア ○ ○ ○ ○ ○ ○

　普及啓発 イ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　地域歯科保健普及事業 ウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

永久歯等対策事業(保育所・幼稚園・障害児通所施設等） 2-(1) ○ ○ ○ ○

歯周疾患検診受診勧奨モデル事業 2-(2) ○ ○ ○ ○ ○

歯と全身の健康に関する研修会 2-(3) ○ ○ ○ ○ ○ ○

妊産婦歯科健康診査、相談指導 ○ ○ ○

乳幼児の歯科保健に関する相談指導 ○ ○

1歳6か月児歯科健康診査、相談指導 ○ ○

2歳児歯科健康診査、相談指導 ○ ○

3歳児歯科健康診査、相談指導 ○ ○

学校歯科検診等 ○ ○ ○

歯周疾患検診(20・30・40・50・60・70歳）※健康増進法に基づく事業 ○ ○ ○

歯周病検診　※健康増進事業外 ○ ○

歯科健康相談、健康教室(65歳未満の成人） ○ ○

口腔機能の維持向上に関する事業(介護予防事業等） ○ ○

障害者歯科診療事業 3-(1) ○ ○ ○

障害者歯科医療システムの運用 3-(2) ○ ○ ○

永久歯等対策事業（再掲） ○ ○ ○ ○

福祉施設巡回歯科相談・指導事業 3-(3) ○ ○ ○

在宅歯科医療推進事業 3-(4) ○ ○ ○

多職種連携による口腔機能向上支援体制整備事業 3-(5) ○ ○ ○ ○

障害者及び高齢者のオーラルフレイル等対策事業　　 3-(6) ○ ○ ○ ○

歯科衛生士再就職支援事業　　　　　　　 4-(1) ○ ○

医科歯科連携推進事業 4-(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯科保健推進協力交付金 4-(3) ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県歯科保健対策関連協議会 4-(4) ○ ○ ○ ○ ○ ○

とちぎ歯の健康センター運営等協議会 4-(4) ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

4
歯科保健医療提供体制の整備

区　分
(栃木県歯科
保健基本計画
施策体系毎)

事　業　名

1
歯や口腔と関係する病気等の
予防の推進

3
障害児者･要介護者への
歯科保健医療サービスの確保

Ⅲ　令和６（2024）年度歯科保健医療事業体系

ライフステージ 実施主体
（参照）

ＩＶ講じた
施策

2
歯や口腔の健康に関係する
啓発と検診の普及
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Ⅳ 令和６(2024)年度に講じた施策 

1 歯や口腔と関係する病気等の予防の推進 

歯や口腔の病気の予防は、全身の健康づくりや疾病等の予防の観点からも重要であることから、歯や口腔の病気の予防等の各施策を効果的に進める

ため、情報収集や提供、普及啓発などに関する事業を実施しました。 

 

（１）栃木県口腔保健支援センター事業 

県民の口腔機能の維持向上を目指して、平成 28年 4月、健康増進課内に「栃木県口腔保健支援センター」を開設し、市町や関係機関等と連携しな

がら歯科保健対策の企画立案や助言指導などを行っています。 

〔人員体制〕 ・センター長： 健康増進課長、・センター職員： 歯科医師（１人）、歯科衛生士（１人） 

ア 県政出前講座 

県民からの要望に応じて、県政出前講座を行いました。 

実施時期 内容 対象施設・団体等 参加者数 

４月 

歯と口腔の健康づくり 

栃木県シルバー大学校 北校・南校 37名 

５月 栃木県シルバー大学校 中央校（２回） 52名 

６月 
栃木県シルバー大学校 中央校（２回）・南校 78名 

パーソルテンプスタッフ（株） 宇都宮市就労準備支援事業所 ６名 

11月 栃木県シルバー大学校 北校・南校 36名 

12月 栃木県シルバー大学校 中央校（２回） 58名 

１月 栃木県シルバー大学校 中央校 37名 

２月 栃木県シルバー大学校 北校・南校 39名 

３月 
栃木県シルバー大学校 北校・南校・中央校 53名 

更生保護法人 尚徳有隣会 31名 

イ 各種広報媒体を活用した広報活動 

ラジオ等の広報媒体を活用し、広く県民に普及啓発を行いました。 

実施時期 媒 体 等 番組テーマ・広報紙配布先 

６月 栃木放送／県政ナビ 歯と口の健康週間 

11月 下野新聞／いい歯の日の広告 歯科健診の普及啓発 
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（２）各種表彰制度による歯科保健活動の推進 

歯科保健活動の優良事例を表彰することにより、さらなる歯科保健活動を推進しました。 

 

ア 栃木県歯科保健賞 

栃木県歯科保健賞は、栃木県歯科医師会が昭和 52 年に第 29 回保健文化賞を受賞したことを記念して創設されたものです。県内における歯科保

健衛生の分野で優れた業績を挙げた団体及び個人の功績に対し顕彰を行いました。 

団体の部 上三川町食生活改善推進協議会 

個人の部  品 田  ゆ か り（歯科衛生士） 

 

イ よい歯の優良学校コンクール 

児童生徒の歯科保健の向上発展を図るため、栃木県教育委員会・栃木県歯科医師会との三者共催でコンクールを行い、定期健診の結果（むし歯

数・処置歯率等）や学校歯科保健活動の状況などを総合的に審査し、優良学校を表彰しました。 

審査結果 

区分 参加校 
栃木県 

知事賞 

栃木県議会 

議長賞 

栃木県 

教育長賞 

栃木県 

医師会長賞 

栃木県歯科

医師会長賞 
入選 

小学校 107校 １校 ２校 ３校 ３校 ９校 25校 

中学校 39校 １校 ２校 ３校 ３校 ９校 10校 

 

区 分 小学校の部 中学校の部 

栃木県知事賞 栃木市立静和小学校 宇都宮市立姿川中学校 

栃木県議会議長賞 
小山市立豊田小学校 日光市立今市中学校 

下野市立古山小学校 宇都宮市立鬼怒中学校 

栃木県教育長賞 

栃木市立西方小学校 さくら市立喜連川中学校 

宇都宮市立峰小学校 日光市立日光中学校 

宇都宮市立宮の原小学校 足利市立第一中学校 

栃木県医師会長賞 

栃木市立小野寺小学校 宇都宮市立横川中学校 

矢板市立矢板小学校 栃木市立西方中学校 

宇都宮市立雀宮南小学校 大田原市立黒羽中学校 

栃木県歯科医師会長賞 上記 ９校 上記 ９校 
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ウ よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール 

歯と口の健康週間事業の一環として、小中学校の児童生徒から歯科保健に関する図画・ポスター、作文、標語を募集し、優れた作品を表彰しました。 

審査結果 

区  分 特選 入選 

図画・ポスター 
小学校 ２点 ２１点 

中学校 １点 １１点 

作文 
小学校 ２点 １４点 

中学校 １点 ５点 

標語 
小学校 ２点 １９点 

中学校 １点 ８点 

 

（３）とちぎ歯の健康センター事業 

とちぎ歯の健康センターは、県の歯科保健対策の推進拠点として、平成６(1994)年２月に開館しました。センター１階には障害者歯科診療所、２

階には図書資料室やとちぎ在宅歯科医療連携室、３階には研修室があります。（管理運営は栃木県歯科医師会に委託） 

ア 健康相談 

とちぎ歯の健康センターにおいて、電話及び来所による歯科保健に関する相談を実施しました。 

・受付時間：午前９時～午後４時 30分 

相談件数及び相談内容別内訳 

内容 
治療内容 

予防指導 
障害者等の 

歯科相談 
その他 合計 

むし歯 歯周疾患 抜歯 補綴 矯正 その他 

件数 ４件 ９件 ８件 35件 ８件 27件 ４件 10件 13件 118件 

（参考）令和５年度相談件数：78件 

 

イ 普及啓発 

とちぎ歯の健康センターの「展示コーナー」、「図書資料室」における各種資料の展示及び各種広報媒体を活用し、普及啓発活動を行いました。 

（ア）展示コーナー、図書資料室における資料貸出し状況 

 図書 ビデオ・DVD 公衆衛生教材・展示物 生涯ライブラリー 合 計 

貸出数 18件（54点） 16件（50点） 67件（293点） 0件（0点） 101件 

（参考）令和５年度総貸出件数：154件 
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（イ）機関紙発行   

とちぎ歯の健康センターだより 第 31号 

（ウ）視察研修     

診療所及び展示コーナーの見学、センター事業の説明、研修、体験学習等 

ウ 地域歯科保健普及事業 

歯と口の健康週間等において歯と口腔に関する正しい知識の普及を図るため、県内 11か所において講話等を実施しました。 

実施回数 対象者 参加者数 

11回 一般県民 505人 

 

２ 歯や口腔の健康に関する啓発と検診の普及 

県民自らが歯や口腔の健康づくりの重要性を理解し、実践的に取り組むため、学習や歯科検診の機会を提供しました。 

（１）永久歯等対策事業 

県内の保育所・幼稚園等（認定こども園を含む）、障害児通所施設、盲・聾・特別支援学校の幼児と保護者等を対象に、歯科衛生士が「六歳臼歯の

重要性」の説明や歯科保健指導を行いました。 

種   別 実施回数 対象者数 

保育所・幼稚園等 52回  1,527人  

障害児通所施設 14回  152人  

盲・聾・特別支援学校 12回  169人  

合 計 78回  1,848人  

（参考）令和５年度実施状況： 79回、2,026人 

（２）歯周疾患検診の受診勧奨モデル事業 

 市町が実施する歯周疾患検診の受診率向上を目的として、ナッジ理論を用いて効果的に受診勧奨するためのモデル事業を実施し、効果検証を行い

ました。 

モデル市町 実施期間 
期間中の 

対象者数 

期間中の 

受診者数 

期間中の 

受診率 

（参考）

R6年間の

受診率 

（参考）

R5年間の

受診率 

足利市 令和６(2024)年 12月１日～令和７(2025)年２月 28日 2,077人 74人 3.6% 2.1% 0.8% 

下野市 令和７(2025)年１月１日～令和７(2025)年１月 31日 1,997人 49人 2.5% 6.1% 5.2% 
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３ 障害者・要介護者への歯科保健医療サービスの確保 

歯科健診等を受けることが難しい状況にある障害者や要介護高齢者等に対して、歯科保健医療サービスを確保するための事業を実施しました。 

 

（１）障害者歯科診療事業 

障害者に歯科医療を提供しました。 

ア 診療体制 

・診療日  月曜日～金曜日（予約制） 

・診療時間 午前：９時～12時、午後：１時 30分～５時 

・スタッフ  午前：歯科医師  １人（常勤） 

         歯科衛生士 ６人（常勤） 

午後：歯科医師  ３人（常勤１人、輪番制診療実行委員２人） 

歯科衛生士 ６人（常勤） 

イ 月別の延患者数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

診療日数  21 21 20 22 17 19 22 20 19 19 18 20 238 

延患者数 244 277 284 308 265 244 289 294 276 261 261 280 3,283 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）令和５年度実施状況： 240日、3,333人 
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（２）栃木県障害者歯科医療システムの運用 

障害者が住み慣れた身近な地域の中で歯科医療を受けられるようにするため、平成 28 年４月に構築した「栃木県障害者歯科医療システム」の円

滑な運用を推進しています。 

 

 

ア 栃木県障害者歯科医療協力医の登録 

   障害者が住み慣れた身近な地域で適切な歯科医療を受けることができるよう、障害者歯科医療に取り組む県内の歯科医師を「障害者歯科医療 

  協力医」として登録しています。 

栃木県障害者歯科医療協力医の登録及び医療の提供状況〔令和７(2025)年４月１日現在〕 

２次保健医療圏 県北 県西 宇都宮 県東 県南 両毛 合 計 

協力医登録者数 15 人 27 人 17 人 7 人 28 人 18 人 112 人 

患者実数 124 人 598 人 513 人 76 人 622 人 828 人 2,761 人 

  （参考）令和５年度実施状況： 協力医 112人、患者実数 2,795人 
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イ 栃木県障害者高次歯科医療機関の指定   

・高次歯科医療機関の指定状況〔令和７(2025)年４月１日現在〕 

那須赤十字病院、国際医療福祉大学病院、NHO栃木医療センター、宇都宮記念病院、芳賀赤十字病院、獨協医科大学病院 

自治医科大学附属病院、足利赤十字病院 

・患者受入等状況 

種 別 外来新患数 静脈内鎮静法 全身麻酔 紹介患者受入数 逆紹介患者数 

実 績 542人 522件 1,731件 251人 221人 

 （参考）令和５年度    646人        622件        1,368件        342人       263人 

 

ウ 障害者高次歯科医療機関による研修会の開催 

     障害者高次歯科医療機関において、障害者歯科医療に関する知識の普及と連携促進のため、障害者歯科医療協力医を対象に研修会を開催 

しました。 

実施日 内容 講師 会場 参加人数 

令和７年 

２月 16 日 

① 講習会（歯科医療における医療安

全、診察上配慮すべき状態、実症例

での応急処置について 等） 

② 実習（緊急時の応急処置など） 

社会医療法人中山会宇都宮記念病院 

歯科口腔外科 石川 美香 氏 

看護部    釜井 梢   氏 

宇都宮記念病院 

歯科医師、歯科衛生士、

その他 

計 15 人 

     （参考）令和５年度実施状況：１回、16人 

 

（３）福祉施設巡回歯科相談・指導事業 

       ① 福祉施設巡回歯科相談・指導事業 

障害者及び高齢者の入所施設を訪問し、入所者の歯科健診、職員対象の口腔ケア研修等を実施しました。 

種  別 対象施設数 
歯科健診 口腔ケア研修（H30～） 

実施回数 受診者数 施設数 受講者数 

障害者支援施設 ５施設 ６回 182人 ８回 93人 

特別養護老人ホーム 10施設 11回 230人  

    （参考）令和５年度実施状況：歯科健診 11回、273人 研修９施設、98人  

 

   ② 口腔ケア推進研修会 

実施日 内容 講師 実施方法 参加人数 

令和７年 

１月 29日 

施設・事業所に従事する職員として知っておきたい

口腔ケアの基礎知識や実践的な手技について 

歯科衛生士会 手塚 由美子 氏 

他 歯科衛生士４名 

集合研修及び 

オンデマンド配信 

特別養護老人ホーム 

施設職員  計６人 
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（４）在宅歯科医療推進事業 

在宅歯科医療を推進するための各種事業を実施しました。 

ア 在宅歯科医療連携室 

      在宅歯科医療に関する相談や診療所の紹介、ポータブル歯科医療機器の貸出などを行う「在宅歯科医療連携室」の運営費に対して助成を行い 

ました。  

区 分 相談対応 機器貸出 

件 数 22 件 96件（診療件数：17,885件） 

（参考）令和５年度実施状況： 相談対応 36件、機器貸出 96件 

 

イ 在宅歯科医療従事者研修  

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

令和６年 12月 15日 「食べる」を支える ～在宅歯科医療の行方～ 大友 文雄 氏 
栃木県歯科医師会館 

（WEB併催） 
61人 

令和７年３月２日 「オーラルフレイルの新基準と口腔機能低下症」 上田 貴之 氏 
栃木県歯科医師会館 

（WEB開催） 
74人 

合計 ２回 135人 

（参考）令和５年度実施状況：２回、134人  

 

ウ 在宅歯科・障害者歯科医療協力医等人材育成事業  

   障害者や要介護者の歯科医療の中心を担う日本障害者歯科学会認定医の資格を取得するために必要な臨床経験を積むための経費の一部に対 

して助成を行っています。 

区 分 対象者 対象日 

件 数 ０人 ０日 

※令和６年度は要件に該当する者がいなかった 

（参考）令和５年度実施状況：２人、19日  
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（５）多職種連携による栄養指導・口腔機能向上支援体制整備事業 

 ア ミールラウンド・モデル事業 

多職種連携推進のモデル事業として、特別養護老人ホームに歯科医師と歯科衛生士を派遣して食事観察（ミールラウンド）等を実施し、入所者

の口腔健康管理に関する助言・指導を行いました。 

実施日 実施施設 参加者 

令和７年１月 15日 

特別養護老人ホーム 

生きいきの里 

派遣者 ：歯科医師１名、歯科衛生士１名 

施設職員：管理栄養士１名、看護師 1名、介護士１名、 

機能訓練指導員（看護師）１名、生活相談員１名、 

ケアマネジャー１名 

令和７年２月 12日 

令和７年３月５日 

      

イ ミールラウンド研修会 

 

 

 

 

 

 

（６）障害者及び高齢者のオーラルフレイル等対策事業 

ア 口腔ケア推進研修会 

障害福祉サービス等を提供する施設・事業所における新任職員等を対象に、オーラルフレイル予防や口腔機能維持のため、口腔ケアの基礎的 

な知識や技術の普及を図るための研修を開催しました。 

 

 

 

 
 

 

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

令和６年 11月 10日 
第一部 講演「ミールラウンドを行うために

必要な基礎知識について」 

第二部 ワークショップ「模擬患者によるミ

ールラウンド体験」 

第三部 総括、質疑応答 

佐川歯科医院 

院長 佐川 敬一朗 氏 
栃木県歯科医師会館 

58人 

令和７年３月９日 45人 

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

①令和７年１月 23日 口腔ケアの基礎知識や

初歩的な手技について 
① 歯科衛生士 金子 ひとみ 氏 

②③歯科衛生士 柏瀬 典子 氏 ほか 

とちぎ歯の健康センター 

３階 研修室 

27人 

②令和７年２月６日 30人 

③令和７年３月６日 29人 

（参考）令和５年度実施状況：３回、71人 

 

（参考）令和５年度実施状況：１施設４回 

 

（参考）令和６年度新規事業 
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イ フレイル予防アドバイザースキルアップ研修会 

  地域の通いの場等においてオーラルフレイル予防の啓発を行う、フレイル予防アドバイザーのスキルアップ研修会を開催しました。 

 

 

 
 

 

 

 

４ 歯科保健医療提供体制の整備 

 県民の生涯にわたる健康の保持増進を図るため、保健、医療、福祉、教育等関係者の資質向上や連携強化に取り組みました。 

 

（１）歯科衛生士再就職支援事業  

ア 出産・子育て等を理由に離職した歯科衛生士の再就職を支援するため、研修を開催しました。 

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

２月２日 

【講演】管理型歯科医院の現在  

～これからの歯科衛生士の働きかたについて～ 

【実習】口腔機能低下症に関する検査実習、光学印

象機器などのデモ 

柴田歯科クリニック 

歯科医師  柴田 征紀 氏 

歯科衛生士 中田 陽子 氏 

       渋江 三佳子 氏 

栃木県歯科医師会館 

（WEB併催） 
10人 

３月２日 歯科衛生士として輝くために 
藤橋歯科医院 

歯科衛生士 安生 朝子 氏 
栃木県歯科医師会館 15人 

（参考）令和５年度実施状況：３回、13人 

 

    イ 歯科衛生士の離職防止及び再就職を支援するため、「歯科医院向け働き方改革推進セミナー」を開催しました。 

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

２月 13日 ハラスメント対策セミナー 
㈱TMC経営支援センター 

常務取締役 小沼 友宏 氏 

栃木県歯科医師会館 

（WEB開催） 
４人 

２月 27日 人材定着セミナー 
㈱TMC経営支援センター 

宇都宮支店長（小山支店兼務） 三村 貴夫 氏 

栃木県歯科医師会館 

（WEB開催） 
３人 

     （参考）令和５年度実施状況： ２回、39人 

実施日 内容 講師 会 場 参加人数 

令和６年 12月８日 

日常臨床で取り組めるオーラルフレイルの

対応 

佐川歯科医院 

院長 佐川 敬一朗 氏 

栃木県歯科医師会館 

（WEB開催） 

歯科衛生士、

その他    

合計 73人 

令和７年２月２日 

歯科衛生士、

その他    

合計 43人 

（参考）令和５年度実施状況：２回、97人 
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（２）医科歯科連携推進事業 

歯と口腔の病気は、生活習慣病の発症や進行などと深く関わっていることから、医師と歯科医師が連携（以下「医科歯科連携」という。）して患 

者の治療に取り組むことが求められています。 

 

ア 糖尿病診療における医科歯科連携の推進 

糖尿病の人が歯周病の治療をすると血糖値が改善することがあるため、「糖尿病治療連携マニュアル」（平成 28年３月作成）に基づき、糖尿病 

の初期・安定期治療を担う医療機関と歯科診療所との間における患者紹介や治療に関する情報共有を推進しています。 

 

年 度 H27 H28 H29 R１ R２ R３ R４ R５ 

糖尿病診療における医療機関と

歯科診療所との連携状況 20.0% 20.9% 23.2% 18.6% 24.2% 20.2% 24.5% 35.4% 

 

イ がん患者の治療に関わる医科歯科連携の推進 

がん治療に伴い、口腔内には様々な合併症が出現することがあり、その合併症の予防と治療（以下「周術期の口腔機能管理」という。）には、

医科歯科連携が重要です。栃木県立がんセンターでは、がん患者に対する周術期の口腔機能管理が円滑に行われるよう、地域の歯科診療所を対象

に研修を行っています。 

 

（３）歯科保健推進協力交付金 

（一社）栃木県歯科医師会が行う歯科保健対策推進事業に対し支援を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 



  

- 33 - 

 

（４）歯科保健対策関連協議会 

歯科保健対策事業の充実を図るため、２つの協議会を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 栃木県歯科保健推進協議会 

様々な分野の専門家を協議会委員に委嘱し、総合的な歯科保健対策事業について協議しました。 

      第１回 

・日 時： 令和６(2024)年７月 24日 

・場 所： 栃木県庁東館４階講堂 

・議 題： （１） 県民の歯及び口腔の健康づくりに関する状況について 

      （２） ８０２０運動の推進について 

      （３） 栃木県歯科保健基本計画（３期計画）の骨子案等について 他 

第２回 

・日 時： 令和６(2024)年 10月 24日 

・場 所： 栃木県庁北別館４階 402会議室 

・議 題： （１） 栃木県歯科保健基本計画（３期計画）の素案について 

      （２） 歯科医療提供体制構築の推進について 他 

第３回 

・日 時： 令和７(2025)年２月 25日 

・場 所： 書面開催 

・議 題： 栃木県歯科保健基本計画（３期計画）の最終案について 他 

報 告 

意 見 ① 栃木県歯科保健推進協議会 

栃木県の歯科保健対策推進に関する 
総合的な検討を協議 

栃木県 8020運動推進協議会 

8020運動特別推進事業に係る事業計画の
策定や評価について協議 

② とちぎ歯の健康センター運営等協議会 
とちぎ歯の健康センターの 

運営等について協議 

統合（令和元年５月 27日） 
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    栃木県歯科保健推進協議会委員〔任期：令和４(2022)年７月６日～令和７(2025)年７月５日（３年間）〕 

No. 氏 名 所属・役職等 

１ 大野  克夫 栃木県歯科医師会 会長 

２ 植原  雅章 栃木県歯科医師会 副会長 

３ 手束  公一 栃木県歯科医師会 副会長 

４ 依田  祐輔 栃木県医師会 常任理事 

５ 中村 美智子 栃木県歯科衛生士会 会長 

６ 吉 澤  俊 昌 栃木県歯科技工士会 会長 

７ 岡上  隆史 栃木県老人福祉施設協議会 理事（特別養護老人ホーム 宮の里 施設長） 

８ 山 口  洋 栃木県保育協議会 副会長 

９ 櫻井  光一 栃木県町村会（茂木町保健福祉課長） 

10 今里  澄江 栃木県市町保健師業務研究会 副会長（足利市健康増進課 保健検診担当 統括保健師） 

11 横 塚  圭 恵 中核市（宇都宮市保健所健康増進課長） 

12 新 谷  貴 史 栃木産業保健総合支援センター 副所長 

13 佐藤  敏子 栃木県栄養士会 会長 

14 鈴木 美恵子 栃木県食生活改善推進員協議会 会長 

15 中山  竜司 栃木県立衛生福祉大学校 歯科技術学部長 
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② とちぎ歯の健康センター運営等協議会 

とちぎ歯の健康センターを拠点とした障害者歯科診療、巡回歯科相談・指導、歯科保健に関する相談・指導及び普及啓発等に関する事業の実 

施内容の充実について協議しました。 

・日 時： 令和７(2025)年３月 13日 

・場 所： WEB開催 

・議 題：(1) とちぎ歯の健康センター事業概要について 

(2) 令和６（2024）年度とちぎ歯の健康センター事業の実施状況について 

令和５（2023）年度とちぎ歯の健康センター事業の実施状況について 他 

 

     とちぎ歯の健康センター運営等協議会委員〔任期：令和７(2025)年３月１日～令和 10(2028)年２月 29日（３年間）〕 

No. 氏 名 所属・役職等 

１ 若 林  守 栃木県歯科医師会 専務理事 

２ 長島  啓智 栃木県歯科医師会 常務理事 

３ 駒 橋  武 栃木県歯科医師会 理事 

４ 中村 美智子 栃木県歯科衛生士会 会長 

５ 森屋  弘美 栃木県手をつなぐ育成会 監事 

６ 稲野邉 樹生 栃木県障害者施設・事業協会 理事兼事務局長補佐 
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Ⅴ 令和７(2025)年度に講じる施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の項目 事業項目 事業概要 ライフステージ等 予算額 
(単位：千円) 乳幼児 小学・中学・

高校生 

成人 高齢者 障害者・

要介護者 

１ 

歯や口腔と関

係する病気等

の予防の推進 

(1) 歯科保健普及啓発  

① 栃木県口腔保健支援センターの運営 市町や関係機関と連携しながら、歯科保健対

策の企画立案や助言指導などを行う。 
〇 〇 〇 〇 〇 

600 

② よい歯のコンクール（学校、作品） 歯科保健に関する優れた取組を行う学校や、

優れた作品を表彰。 
 〇    

(2) 歯と口腔の病気を予防する取組の促進        

① 永久歯等対策事業 保育所・幼稚園・障害児通所施設等に歯科衛

生士を派遣して、児童や保護者等に歯と口腔

の健康づくりに関する普及啓発を行う。 

〇  〇   
1,450 

② 地域歯科保健普及事業 歯と口の健康週間等に合わせて、各地域で歯

科専門職と連携した講演会や保健指導を行

う。 

〇 〇 〇 〇 〇 

317 

③ こどもの歯と口腔の健康づくりモデル

事業 

こどもの歯と口腔の健康づくりのため、こど

も食堂等を利用するこどもを中心とした歯科

保健指導等のモデル事業を行う。 

 〇 〇   

2,500 

(3) 歯と口腔機能の衰え（オーラルフレイル）の予防   

① 多職種連携による口腔機能向上支援体

制整備事業 

特別養護老人ホームに歯科医師等を派遣し、

多職種による食事観察及び口腔機能評価（ミ

ールラウンド）を実施する。 

   〇 〇 

1,448 

② 障害者及び高齢者のオーラルフレイル

等対策事業 

事業所・施設等で障害者及び高齢者のケアに

関わる職員を対象に、日常の口腔ケアに関す

る研修を行う。        

   

〇 〇 

296 

    地域の通いの場等において使用する指導用教

材を作成するほか、歯科衛生士等指導者を対

象とした研修を行う。 
   

188 

③ 高齢者等のオーラルフレイル対策支援

事業 

国保レセプトデータ等における歯科受診状況

等のデータ分析を活用したオーラルフレイル

対策支援を行う。 
   〇  

29,876 
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計画の項目 事業項目 事業概要 ライフステージ等 予算額 
(単位：千円) 乳幼児 小学・中学・

高校生 

成人 高齢者 障害者・

要介護者 

２ 

歯や口腔の健康に

関する啓発と健診

の普及 

(1) 永久歯等対策事業 （再掲） 〇  〇   － 

(2) 福祉施設巡回歯科相談・指導事業 障害者及び高齢者施設における入所者の

誤嚥性肺炎の予防や口腔機能の維持・改

善のため、施設訪問による歯科検診及び

口腔ケア指導を行う。 

   ○ 〇 

2,176 

３ 

障害者・要介護者

への歯科保健医療

サービスの確保 

(1) とちぎ歯の健康センター 

  障害者歯科診療・相談事業 

障害の特性などから歯科治療が困難な障

害者の歯科治療を行う。また、家族や施

設職員等からの歯科保健医療に関する相

談に対応する。 

   〇 〇 

28,612 

(2) 福祉施設巡回歯科相談・指導事業 （再掲）    ○ 〇 － 

(3) 障害者歯科医療に関する研修事業 高次歯科医療機関において、地域の歯科

医を対象に研修会を開催する。 
    〇 

320 

４ 

歯科保健医療提供

体制の整備 

(1) 在宅歯科医療従事者研修 在宅歯科医療の推進のため、歯科医療従

事者を対象に研修を行う。 〇 〇 〇 〇 〇 
620 

(2) 在宅歯科医療連携室整備事業 県歯科医師会が開設する連携室の運営に

対して助成する。 〇 〇 〇 〇 〇 
1,623 

(3) 在宅歯科・障害者歯科医療協力医等 

  人材育成事業 

在宅医療圏において開業している歯科医

師に対し、日本障害者歯科学会認定医取

得に必要な症例を確保し、助成金を支給

することで認定医取得を推進する。 
○ ○ ○ ○ ○ 

4,517 

(4) 歯科衛生士の再就職等支援事業 歯科衛生士の再就職やスキルアップを支

援するため、県歯科医師会の行う事業に

対して助成する。また、歯科医院向けの

働き方改革推進セミナー・相談会を実施

する。 

〇 〇 〇 〇 〇 

976 

(5) 歯科保健推進協力事業 県歯科医師会に対して交付金を支給する

ことにより、各地域で歯科保健対策推進

事業を展開する。 
〇 〇 〇 〇 〇 

7,200 

(6) 災害時歯科保健医療提供体制整備事業 災害時における歯科保健医療提供体制の

整備を行う。 〇 〇 〇 〇 〇 
19,000 
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Ⅵ 資料：市町の歯科保健推進に関する条例制定及び計画策定状況（令和７年度） 

 ■ 歯科保健条例を策定している都道府県……45道府県（令和７(2025)年４月現在） 

制定済 公布日 施行日

○ H29.9.29 H29.11.8 ○

鹿沼市 ○ H25.3.21 H25.4. 1 ○ ○

日光市 ○ H23.7.1 H23.7.1 ○ ○

真岡市 ○ R2.3.23 R2.4.1 ○

益子町 ○ H27.3.18 H27.4.1 ○

茂木町 ○ H27.3.13 H27.4.1 ○

市貝町 ○ H27.3.10 H27.4.1 ○

芳賀町 ○ H28.3.8 H28.4.1 ○

栃木市 ○ H26.3.20 H26.4. 1 ○

H25.3.22 H25.4. 1

R7.3.14改正 R7.4.1改正

下野市 ○ H26.3.20 H26.4. 1 ○

上三川町 ○ H31.3.22 H31.4.1 ○

壬生町 ○ H26.3.13 H26.4. 1 ○ ○

野木町 ○ H29.12.22 H30.4.1 ○

大田原市 ○ R5.4.1 R5.4.1 ○

矢板市 ○ H31.3.20 H31.4.1 ○

那須塩原市 ○ R5.3.22 R5.4.1 ○

さくら市 ○ H31.3.19 H31.4.1 ○

那須烏山市 ○ H25.3.19 H25.4. 1 ○

塩谷町 ○ H30.9.25 H30.9.25 ○

高根沢町 ○ R2.3.12 R2.4.1 ○

那須町 ○ R3.6.4 R3.6.4 ○

那珂川町 ○

足利市 ○ H25.12.25 H26.4.1 ○

佐野市 ○ H25.3.18 H25.4.1 ○

24 3 25

H22.12.21 H23. 4. 1

R6.12.27改正 R7.1.1改正

国 厚生労働省 ○ H23.8.10 H23.8.10 ○ ○

○

令和７(2025)年４月１日現在

○ ○

安足
足利市民の歯及び口腔の健康づくりに関する条例

佐野市歯及び口腔の健康づくり推進条例

歯科口腔保健の推進に関する法律

県 栃木県 ○

県　北

大田原市歯及び口腔の健康づくり推進条例

矢板市民の歯及び口腔に関する健康づくり推進条例

那須塩原市歯及び口腔の健康づくり推進条例

さくら市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

那須烏山市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

塩谷町民の歯と口腔の健康づくり推進条例

高根沢町歯及び口腔の健康づくり推進条例

那須町民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

栃木県民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

県　南

栃木市歯及び口腔の健康づくり推進条例

下野市歯及び口腔の健康づくり推進条例

上三川町歯及び口腔の健康づくり推進条例

壬生町歯と口腔の健康づくり推進条例

野木町歯及び口腔の健康づくり推進条例

小山市 ○ 小山市歯と口腔の健康づくり推進条例

県　東

真岡市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

益子町民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

茂木町歯及び口腔の健康づくり推進条例

市貝町民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

芳賀町民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

健康増進計画に
歯科の記載有条例名

県　西
鹿沼市歯と口腔の健康づくり推進条例

日光市民の歯及び口腔の健康づくり推進条例

宇都宮市 宇都宮市歯及び口腔の健康づくり推進条例

市町名
条　　　例

歯科単独計画


